
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】隔離培地、コンテナ栽培培地あるいは袋培地等

の栽培において、昼間は昼間の好適条件で施肥・潅水し

、夜間は夜間の好適潅水条件で、潅水することを可能と

する。

【解決手段】明るさセンサーで日の出を感知し、昼間は

昼間の好適潅水点で潅水し、明るさセンサーで日暮れ感

知後の夜間は、昼間とは異なる潅水条件で水分センサー

の判定結果に基づいて自動的に潅水することにより、植

物の徒長を招いたり、湿度を高めて病気や根腐れをおこ

すことなく、健全に、高付加価値の農産物を省力的に高

収量で生産する植物栽培方法、植物自動栽培制御装置を

構築し、提供する。

【選択図】図１

JP 2007-252234 A 2007.10.4



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 明 る さ セ ン サ ー 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー 、 タ イ マ ー 、 時 刻 を 計 時 す る 時 計 、 コ ン ピ ュ ー タ ー
で 構 成 さ れ る 植 物 栽 培 制 御 装 置 に お い て 、 隔 離 培 地 、 コ ン テ ナ 栽 培 培 地 あ る い は 袋 培 地 等
の 培 地 を 用 い て 栽 培 す る 場 合 、 明 る さ セ ン サ ー で 夜 明 け を 感 知 し て 自 動 的 に 施 肥 前 の 湿 潤
潅 水 を 行 い 、 そ の 後 数 時 間 以 内 の 設 定 し た 時 刻 に 、 植 物 が １ 日 に 必 要 と す る 肥 料 成 分 量 を
数 回 に 分 け て 投 与 し 、 投 与 後 点 滴 ノ ズ ル 、 点 滴 チ ュ ー ブ お よ び 潅 水 パ イ プ 等 の 洗 浄 を 行 っ
た 後 、 日 暮 れ ま で は 設 定 さ れ た 昼 間 の 好 適 潅 水 点 に 基 づ い て 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自
動 潅 水 し 、 明 る さ セ ン サ ー で 日 暮 れ を 感 知 す る と 、 日 暮 れ 後 夜 明 け ま で は 、 昼 間 の 潅 水 条
件 と は 異 な る 夜 間 の 潅 水 条 件 を 設 定 し 、 そ れ に 基 づ い て 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自 動 潅 水
す る こ と を 特 徴 と す る 植 物 栽 培 方 法 お よ び 植 物 自 動 栽 培 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 野 菜 、 花 卉 、 果 樹 等 の 品 質 、 収 量 を 向 上 さ せ る 植 物 栽 培 方 法 お よ び 植 物 自 動
栽 培 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。 本 発 明 は 、 明 る さ セ ン サ ー 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー 、 タ イ
マ ー 、 時 刻 を 計 時 す る 時 計 、 コ ン ピ ュ ー タ ー で 植 物 栽 培 環 境 条 件 を 判 定 し 、 明 る さ セ ン サ
ー で 昼 間 と 夜 間 を 自 動 的 に 認 識 し て 、 昼 間 は 植 物 の 生 育 ス テ ー ジ 毎 に 1日 当 た り 必 要 と す
る 栄 養 成 分 を 積 極 的 に 投 与 し 、 そ の 後 は 目 的 と す る 高 品 質 の 収 穫 物 を 多 量 に 得 る た め の 最
適 水 分 を 制 御 し て 供 給 し 、 夜 間 は 極 端 な 生 育 低 下 、 品 質 低 下 を 招 い た り 、 植 物 の 枯 死 に 至
る よ う な 過 度 の 水 不 足 を 来 た さ な い よ う 必 要 最 小 限 の 水 分 を 自 動 的 に 供 給 す る 植 物 栽 培 方
法 お よ び 植 物 自 動 栽 培 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 潅 水 管 理 は 野 菜 、 花 卉 、 果 樹 等 の 収 量 、 品 質 に 著 し く 影 響 す る 重 要 な 栽 培 管 理 技 術 で あ
る 。 栽 培 す る 植 物 の 種 類 に よ り 水 分 要 求 量 や 適 潅 水 点 （ ｐ F値 ） は 異 な っ て い る が 、 従 来
の 潅 水 の 常 識 は 、 日 中 、 し か も 一 日 の 早 い 時 間 帯 に た っ ぷ り 潅 水 し て 、 表 土 が 十 分 乾 く ま
で 潅 水 は 控 え る と い う 「 一 度 に た っ ぷ り か け て 回 数 は 少 な く す る 」 と い う 方 式 で あ っ た 。
午 後 遅 く か ら の 潅 水 は 病 気 、 根 腐 れ 、 植 物 の 徒 長 等 を 誘 発 す る と 考 え ら れ 望 ま し く な い 管
理 方 法 と 位 置 づ け ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 養 液 土 耕 と い う 新 し い 植 物 栽 培 方 法 が 開 発 さ れ 、 「 日 中 、 し か も 早 い 時 間 帯 に 、
一 度 に た っ ぷ り か け て 回 数 は 少 な く す る 」 と い う 方 式 よ り は 、 「 日 中 、 少 量 ず つ 回 数 多 く
潅 水 す る 」 と い う 方 式 の 方 が 、 植 物 に 対 す る 極 端 な 乾 湿 の ス ト レ ス が 軽 減 さ れ 、 野 菜 や 花
卉 の 生 産 量 が 上 が り 、 品 質 が 向 上 す る こ と が 明 ら か に さ れ 、 急 速 に 普 及 し つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 養 液 土 耕 は 、 施 設 内 の 地 床 を そ の ま ま 利 用 し て 栽 培 さ れ る の が 一 般 的 で あ る が 、 な お 一
層 栽 培 土 壌 環 境 を 精 密 に 管 理 し 、 よ り 高 品 質 の 農 作 物 を 高 収 量 で 得 る 目 的 の た め に 、 地 床
と は 分 離 し 隔 離 さ れ た 場 所 で の 隔 離 培 地 栽 培 、 あ る い は 少 量 土 壌 を 用 い て 栽 培 す る 方 法 等
が 開 発 さ れ て い る 。 栽 培 は 地 床 で 行 わ れ る の で は な く 、 地 床 上 に 置 か れ た 栽 培 枠 コ ン テ ナ
、 あ る い は 栽 培 袋 に 培 地 （ 土 壌 等 ） 、 し か も そ れ ぞ れ の 植 物 の 栽 培 に 適 合 す る 培 地 を 用 い
て 栽 培 す る こ と に よ り 、 高 品 質 、 た と え は 高 糖 度 、 高 栄 養 、 良 食 味 、 目 的 と す る 成 分 を よ
り 多 く 含 む 収 穫 物 が 、 驚 く ほ ど 高 収 量 で 収 穫 で き る と い う 大 き な 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 近 で は 、 適 正 培 地 量 の 検 討 も 進 み 、 ３ ０ リ ッ ト ル 程 度 の 袋 培 地 等 少 量 の 培 地 で の 栽 培
に よ り 果 菜 類 や 花 卉 が 、 驚 く ほ ど 高 収 量 で 得 ら れ る こ と が 実 証 さ れ 、 注 目 を 浴 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 隔 離 培 地 栽 培 技 術 に は 上 記 の よ う に 画 期 的 な メ リ ッ ト が あ る 半 面 、 克 服 し な け
れ ば な ら な い 大 き な 問 題 点 も あ る 。 用 い ら れ る 培 地 量 が 地 床 栽 培 よ り 極 端 に 少 な い た め 、
よ り 精 密 な 施 肥 ・ 潅 水 制 御 技 術 が 要 求 さ れ る こ と で あ る 。 施 設 内 で は 、 植 物 に よ る 培 地 か
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ら の 水 分 吸 収 と 同 時 に 、 培 地 表 面 か ら の 水 分 の 蒸 発 量 も 多 い 。 こ の た め 、 夜 間 に お け る 潅
水 も 必 要 で 、 と く に 加 温 し て い る 施 設 で は 夜 間 の 潅 水 は 必 須 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ま で 常 識 的 に 、 夕 方 か ら 夜 間 に か け て の 潅 水 は よ く な い と さ れ て き た 。 植 物 の 徒 長
を 招 き 、 空 中 湿 度 を 高 め て 病 害 の 被 害 を 助 長 す る 等 の 理 由 か ら で あ る 。 地 床 栽 培 で 過 剰 に
潅 水 し た 場 合 に お い て は 、 こ の よ う な 現 象 を し ば し ば 招 い て き た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ ま で 報 告 さ れ て い る 公 知 技 術 に は 、 夜 間 潅 水 に 対 応 で き る 装 置 は 見 当 た ら な い 。 潅
水 方 法 に 関 す る 公 知 技 術 の 中 で 、 特 許 文 献 １ の 少 量 高 頻 度 潅 水 法 を 特 徴 と す る 施 設 園 芸 用
潅 水 制 御 器 は 、 一 日 の 潅 水 時 間 帯 、 1回 の 潅 水 時 間 、 潅 水 休 止 時 間 を 設 定 し 、 土 壌 水 分 セ
ン サ ー に よ り 潅 水 点 （ ｐ F値 ） を マ ニ ュ ア ル で 設 定 し 、 土 壌 水 分 を 制 御 す る も の で あ る が
、 潅 水 時 間 帯 は 昼 間 に 限 ら れ て お り 、 夜 間 の 潅 水 は 行 わ れ る よ う に は な っ て い な い 。 施 肥
を 対 象 と し た 作 業 は 含 ま れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ２ で は 、 自 動 的 に 潅 水 と 施 肥 を 別 個 に 実 行 す る 制 御 方 法 に お い て 、 日 射 量 を 測
定 す る セ ン サ ー と 水 分 値 を 測 定 す る セ ン サ ー が 利 用 さ れ て い る 。 し か し 、 前 者 は 日 射 量 が
少 な い と 潅 水 を 実 行 さ せ な い 手 段 と し て 、 後 者 は タ イ マ ー 制 御 さ れ て い る 潅 水 を 日 射 量 が
少 な い と 実 行 さ せ な い 手 段 と し て 用 い ら れ て お り 、 夜 間 の 潅 水 の 認 識 は 全 く な い 。 本 文 献
で は 、 潅 水 と 施 肥 の 制 御 は 独 立 的 で 、 日 射 量 が 少 な い と 潅 水 も 施 肥 も 行 わ れ ず 、 日 射 の な
い 夜 間 に 潅 水 さ れ る こ と は な い 。
　 そ の 他 の 特 許 文 献 お よ び 非 特 許 文 献 １ に お い て も 、 夜 間 の 潅 水 は 全 く 考 慮 さ れ て い な い
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-281842号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2000-186824号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2003-092924号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 六 本 木 和 夫 ・ 加 藤 俊 博 著 「 野 菜 ・ 花 卉 の 養 液 土 耕 」 農 文 協 発 行 　 2000年
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 い ず れ の 公 知 技 術 も 、 上 述 の 最 新 栽 培 技 術 で あ る 隔 離
培 地 栽 培 あ る い は 袋 培 地 栽 培 お よ び ポ ッ ト 栽 培 に 必 須 の 夜 間 潅 水 に 対 応 で き て い な い 点 、
お よ び 施 肥 と 潅 水 作 業 が 組 織 的 に つ な が り を 持 っ て 制 御 さ れ て い な い た め 、 最 新 栽 培 技 術
で あ る コ ン テ ナ 栽 培 等 隔 離 培 地 栽 培 あ る い は 袋 培 地 栽 培 お よ び ポ ッ ト 栽 培 に お け る 正 常 な
植 物 の 生 育 お よ び そ の 栽 培 技 術 に 必 須 の 夜 間 潅 水 に 対 応 で き な か っ た こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 　 本 発 明 は 、 明 る さ セ ン サ ー 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー 、 タ イ マ ー 、 時 刻 を 計 時 す る 時 計 、
コ ン ピ ュ ー タ ー で 構 成 さ れ る 植 物 栽 培 制 御 装 置 に お い て 、 隔 離 培 地 、 袋 培 地 等 少 量 培 地 を
用 い て 栽 培 す る 場 合 、 明 る さ セ ン サ ー で 夜 明 け を 感 知 し て 自 動 的 に 施 肥 前 の 湿 潤 潅 水 を 行
い 、 そ の 後 数 時 間 以 内 の 設 定 し た 時 刻 に 、 植 物 が １ 日 に 必 要 と す る 肥 料 成 分 量 を 数 回 に 分
け て 投 与 し 、 投 与 後 点 滴 ノ ズ ル 、 点 滴 チ ュ ー ブ お よ び 潅 水 パ イ プ の 洗 浄 を 行 っ た 後 、 日 暮
れ ま で は 設 定 さ れ た 昼 間 の 好 適 潅 水 点 に 基 づ い て 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自 動 潅 水 し 、
明 る さ セ ン サ ー で 日 暮 れ を 感 知 す る と 、 日 暮 れ 後 夜 明 け ま で は 、 昼 間 の 潅 水 条 件 と は 異 な
る 夜 間 の 潅 水 条 件 を 設 定 し 、 そ れ に 基 づ い て 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自 動 潅 水 す る こ と を
最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 明 る さ セ ン サ ー で 日 暮 れ を 感 知 し 、 夜 間 に 昼 間 と は 異 な る 潅 水 条 件 で 水 分 セ
ン サ ー に よ り 設 定 さ れ た 潅 水 条 件 で 潅 水 す る こ と 、 す な わ ち 光 合 成 の 行 わ れ な い 夜 間 の 潅
水 を 、 光 合 成 の 行 わ れ る 昼 間 の 潅 水 と は 全 く こ と な る パ タ ー ン で 対 応 す る よ う に し た こ と
を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 の よ う な 隔 離 培 地 栽 培 で は 、 使 用 す る 土 壌 の ほ と ん ど は 土 壌 滅 菌 処 理 さ れ て い る た
め 土 壌 病 害 や 連 作 障 害 を 回 避 で き 、 ま た 必 要 最 小 限 に 制 御 さ れ て 点 滴 潅 水 さ れ る 上 述 の 技
術 で は 、 徒 長 を 招 い た り 、 病 害 の 被 害 を 助 長 す る ほ ど 空 中 湿 度 の 上 昇 は 起 こ ら ず 、 む し ろ
、 夜 間 の 暖 房 に よ り 培 地 の 過 乾 燥 を 招 く の が 問 題 で 、 本 発 明 は 、 夜 間 の 過 乾 燥 に 対 処 す る
適 切 な 夜 間 潅 水 法 を 提 供 す る こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 潅 水 後 は 施 肥 が 開 始 さ れ 、 植 物 に よ っ て 、 ま た 生 育 ス テ ー ジ に よ っ て １ 日 に 必 要 と さ
れ る 量 を 設 定 時 間 間 隔 で 適 度 に 分 割 し て 投 与 す る が 、 施 肥 と 潅 水 が 重 な る 時 は 優 先 回 路 を
設 け て 対 応 す る こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 パ イ プ ・ ノ ズ ル の 洗 浄 後 日 暮 れ ま で は 、 昼 間 の 好 適 潅 水 点 を 設 定 し 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー
の 判 定 結 果 に 基 づ い て 自 動 潅 水 が 行 わ れ る が 、 植 物 に よ っ て 、 ま た 生 育 ス テ ー ジ に よ っ て
最 適 な 潅 水 点 を 入 力 す る こ と に よ り 、 最 適 な 栽 培 が 行 わ れ る よ う に 、 ま た 過 剰 な 潅 水 が 回
避 で き る よ う 別 に 設 け た 電 気 抵 抗 方 式 の 土 壌 水 分 セ ン サ ー の 信 号 で 給 液 停 止 も 可 能 な 自 動
潅 水 機 能 を 持 つ こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 施 肥 前 の 湿 潤 潅 水 、 施 肥 後 の 点 滴 ノ ズ ル 等 の 洗 浄 は 絶 対 時 刻 に 従 っ て 強 制 的
に 行 う こ と も で き る ほ か 、 タ イ マ ー 制 御 に よ っ て 潅 水 、 施 肥 も 絶 対 時 刻 に 従 っ て 開 始 、 停
止 を 行 う こ と が で き 、 ま た 、 こ れ ら 施 肥 、 潅 水 の 作 動 が 流 量 計 で も 制 御 で き る こ と も 主 要
な 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 広 域 の 潅 水 に よ る 末 端 で の 水 圧 の 低 下 を 避 け る た め 、 タ イ マ ー 制 御 に よ っ て 潅 水 、 施 肥
を 絶 対 時 刻 に 従 っ て 開 始 、 停 止 を 行 う 場 合 、 こ の タ イ マ ー 制 御 ル ー ト を 用 い て 、 潅 水 系 列
を 順 繰 り に シ ー ケ ン サ ー で 制 御 し て 潅 水 ・ 施 肥 を 行 わ せ る こ と が で き る こ と も 主 要 な 特 徴
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 本 発 明 は 、 明 る さ セ ン サ ー 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー 、 タ イ マ ー 、 時 刻 を 計 時 す る 時 計 、 コ
ン ピ ュ ー タ ー で 植 物 栽 培 環 境 条 件 を 判 定 し 、 明 る さ セ ン サ ー で 昼 間 と 夜 間 を 自 動 的 に 認 識
し て 、 昼 間 は 植 物 の 生 育 ス テ ー ジ 毎 に 1日 当 た り 必 要 と す る 栄 養 成 分 を 積 極 的 に 投 与 し 、
そ の 後 は 最 適 水 分 を 制 御 し て 供 給 し 、 夜 間 は 植 物 の 枯 死 に 至 る よ う な 過 度 の 水 不 足 を 来 た
さ な い よ う 必 要 最 小 限 の 水 分 を 自 動 的 に 供 給 す る こ と に よ り 、 高 品 質 の 収 穫 物 を 多 量 に 得
る こ と が 可 能 に な る と い う 大 き な 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 地 床 と は 分 離 し 隔 離 さ れ た 場 所 で の 隔 離 培 地 栽 培 、 あ る い は 少 量 土 壌 を 用 い
て 栽 培 す る 方 法 等 に 利 用 で き る た め 、 所 望 す る 品 質 、 た と え は 高 糖 度 、 高 栄 養 、 良 食 味 、
目 的 と す る 栄 養 成 分 を よ り 多 く 含 む 収 穫 物 が 、 得 ら れ る と い う 大 き な 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 明 る さ セ ン サ ー 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー 、 タ イ マ ー 、 時 刻 を 計 時 す る 時 計 、 コ ン ピ ュ ー タ ー
で 構 成 さ れ る 植 物 栽 培 制 御 装 置 に お い て 、 隔 離 培 地 、 袋 培 地 、 ポ ッ ト 栽 培 等 少 量 培 地 を 用
い て 栽 培 す る 場 合 、 明 る さ セ ン サ ー で 夜 明 け を 感 知 し て 自 動 的 に 施 肥 前 の 湿 潤 潅 水 を 行 い
、 そ の 後 数 時 間 以 内 の 設 定 し た 時 刻 に 、 植 物 が １ 日 に 必 要 と す る 肥 料 成 分 量 を 数 回 に 分 け
て 投 与 し 、 投 与 後 点 滴 ノ ズ ル 、 点 滴 チ ュ ー ブ お よ び 潅 水 パ イ プ 等 の 洗 浄 を 行 っ た 後 、 日 暮
れ ま で は 設 定 さ れ た 昼 間 の 好 適 潅 水 点 に 基 づ い て 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自 動 潅 水 し 、
明 る さ セ ン サ ー で 日 暮 れ を 感 知 す る と 、 日 暮 れ 後 夜 明 け ま で は 、 昼 間 の 潅 水 条 件 と は 異 な
る 夜 間 の 潅 水 条 件 を 設 定 し 、 そ れ に 基 づ い て 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自 動 潅 水 す る こ と に
よ り 、 施 肥 管 理 と 潅 水 管 理 と の 一 連 の 作 業 を 一 つ の 装 置 で 実 現 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 発 明 を 実 施 す る た め の 基 本 的 な 最 良 の 形 態 は 、 明 る さ セ ン サ ー 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー 、 夜
明 け 、 タ イ マ ー 、 時 刻 を 計 時 す る 時 計 と 、 諸 作 業 を 制 御 し そ の 内 容 を 記 憶 す る コ ン ピ ュ ー
タ ー 、 無 線 送 信 装 置 な ど か ら 構 成 さ れ る が 、 施 設 園 芸 で の 植 物 栽 培 制 御 に お け る 施 肥 管 理
、 潅 水 管 理 の 方 式 と し て 、 以 下 に 実 施 例 を 提 示 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 図 １ は 、 本 発 明 装 置 の １ 実 施 例 の フ ロ ー 図 で あ る 。
　 当 日 の 植 物 自 動 栽 培 制 御 装 置 の 作 業 は 、 明 る さ セ ン サ ー の デ ー タ を 制 御 部 に 取 り 込 み 、
夜 明 け 時 刻 を 決 定 し 、 そ れ を 起 点 に ス タ ー ト す る 。 夜 明 け を 感 知 す る と 自 動 的 に 施 肥 前 の
湿 潤 潅 水 を 行 い 、 そ の 後 数 時 間 以 内 の 設 定 し た 時 刻 、 通 常 は 午 前 中 の 早 い 時 間 に 、 植 物 が
１ 日 に 必 要 と す る 肥 料 成 分 量 を 数 回 に 分 け て 投 与 す る 。 投 与 後 点 滴 ノ ズ ル 、 点 滴 チ ュ ー ブ
お よ び 潅 水 パ イ プ 等 の 洗 浄 を 行 い 、 そ の 後 、 日 暮 れ ま で は 設 定 さ れ た 昼 間 の 好 適 潅 水 点 （
設 定 値 Ｘ ） に 基 づ い て 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自 動 潅 水 す る 。 土 壌 水 分 セ ン サ ー は 土 壌
中 の ｐ Ｆ 値 お よ び そ の 相 当 値 を 測 定 し 、 設 定 値 よ り 乾 燥 状 態 に あ れ ば 制 御 部 か ら ポ ン プ ま
た は 電 磁 バ ル ブ を 駆 動 さ せ て 液 肥 ま た は 水 を 供 給 す る 。 給 液 間 隔 は 、 土 壌 水 分 セ ン サ ー で
測 定 す る 間 隔 と し 任 意 の 時 間 を 設 定 で き 、 ま た １ 回 の 給 液 時 間 も 任 意 の 時 間 を 設 定 で き る
が 、 土 壌 水 分 サ ン サ ー で 過 剰 な 給 液 が 停 止 で き る 運 転 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 明 る さ セ ン サ ー で 日 暮 れ を 感 知 す る と 、 日 暮 れ 後 夜 明 け ま で は 、 昼 間 の 潅 水 条 件 と は 異
な る 夜 間 の 潅 水 条 件 （ 設 定 値 Ｙ ） を 設 定 し 、 そ れ に 基 づ い て 土 壌 水 分 セ ン サ ー に よ り 自 動
潅 水 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 施 肥 管 理 と 潅 水 管 理 と の 一 連 の 作 業 を 完 結 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 野 菜 、 花 卉 、 果 樹 等 の 生 産 に お け る 持 続 的 か つ 環 境 保 全 型 の 周 年 供 給 、 高 品 質 、 高 生 産
技 術 の 確 立 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
日 々 の 天 候 を 考 慮 し 前 日 夕 刻 ま た は 当 日 早 朝 温 室 を 訪 問 し 潅 水 の 開 始 時 間 、 終 了 時 間 、 そ
の 間 隔 、 毎 回 の 潅 水 時 間 、 湿 潤 時 間 等 を 経 験 と 勘 に 頼 っ て マ ニ ュ ア ル で 設 定 す る の で は な
く 、 植 物 の 生 長 す る 基 本 で あ る 光 合 成 能 力 を 最 大 限 発 揮 で き る よ う 、 夜 明 け を 感 知 し て 施
肥 と 潅 水 を 開 始 し 、 日 中 は 水 分 セ ン サ ー で 土 壌 中 の 水 分 を 追 跡 測 定 し 、 リ ア ル タ イ ム に 、
か つ 自 動 的 に 潅 水 管 理 し 、 夜 間 も 水 分 セ ン サ ー で 土 壌 中 の 水 分 を 追 跡 測 定 し 、 自 動 的 に 必
要 最 小 限 の 潅 水 を 行 う こ と に よ っ て 、 高 糖 度 、 高 安 全 （ 過 湿 や 乾 燥 に よ る 病 害 虫 被 害 の 減
少 に よ る 低 農 薬 化 ） 、 高 品 質 （ 水 分 、 養 分 の 過 大 ・ 過 少 に よ る 生 理 障 害 の 減 少 に よ る 品 質
向 上 ） 、 良 食 味 等 特 徴 あ る 、 美 味 し い 高 付 加 価 値 の 農 産 物 を 、 省 力 的 に 高 収 量 で 生 産 す る
技 術 と し て 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 植 物 栽 培 方 法 の 実 施 方 法 を 示 し た フ ロ ー 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
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【 図 １ 】
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